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1． 圏域、河川の概要

1.1 志賀・大津圏域の概要

志賀・大津圏域は、滋賀県の西南部に位置し、大津市の安曇川
あ ど が わ

、鴨川
かもがわ

の流域と瀬田川
せ た が わ

以

東を除く地域を対象としており、圏域全体が大津市に含まれています。圏域は、南北に長

く、東西に短い特徴があり、その面積は約 203km2となります。

圏域には、一級河川が全部で 51 河川あり、比良山地、比叡山地などに水源を発し、東

西に流れ、琵琶湖へ直接流入する一級河川が 36 河川あります。

(地形・地質)

滋賀県の地形は琵琶湖を中心として周囲を北に野坂山地、東に伊吹山地、鈴鹿山脈が、

西に比良山地、南に田上信楽山地が取り囲み、全体として盆地地形を形成しています。圏

域の地形は、南北に長く急峻な山地が琵琶湖に迫っているため、河川の流路延長は短く、

急流河川の様相を呈しており、下流部での低平地（三角州、扇状地）については大きな発

達が見られません。また、高島市マキノ町から大津市にいたる断層帯である琵琶湖西岸断

層帯のうち、比良断層や比叡断層などが圏域に位置しており、比良山地・比叡山地の西斜

面を南北に走る花折断層は、顕著な断層谷を形成しています。

圏域の地質の特徴は、圏域中央部に中新生界の花崗岩類から成る比良山麓複合扇状地や

古琵琶湖層群の火山灰から成る堅田
か た た

丘陵があります。圏域を流下する河川の上流部には、

比良山地・比叡山地・醍醐
だ い ご

山地が連なっています。これらの山地は、主に風化しやすい地

質である古生界の砂岩や粘板岩、中生界の花崗岩から形成されており、侵食による土砂流

出が多い原因となっています。

(気候)

日本列島のほぼ中央に位置する滋賀県は、周囲を高い山々で囲まれており、日本海型気

候区(北陸地方)、瀬戸内海型気候区、東日本型気候区(東海地方)が接した位置にあります。

このため、滋賀県の気候は、温暖な東日本・瀬戸内型と冬季に雪による降水量が多い日本

海・中部山岳型の気候を相備えながら、琵琶湖の気候調節作用の影響を受けるため、県全

体を一気候で特色付けられません。

志賀・大津圏域は、琵琶湖西岸の南北に細長い形状のため、北部と南部で気候が異なり

ます。近年 10 年間の気温および降水量をみると、圏域北部の南小松では年間降水量が

1,802mm、月別平均気温が 14.8℃となっており、冬に降水量(積雪量含む)が多い日本海型

気候となっています。一方、圏域南部の大津では、年間降水量が1,463mm､平均気温が15.0℃

となっており、南小松に比べると雪の影響を受けにくく、また年間降水量が少ない瀬戸内

海型気候となっています。
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(自然・景観)

圏域北部の比良山や圏域中南部の比叡山をはじめとする山並みや琵琶湖湖岸一帯は、昭

和 25 年にわが国で初めて指定された国定公園である｢琵琶湖国定公園｣に属しており、豊

かな自然環境や動植物の宝庫となっています。

河川には、ウツセミカジカ(絶滅危惧Ⅱ類)などの貴重な種やトウヨシノボリなどの魚類

が生息しています。鳥類では、ヒドリガモやカワセミなどが生息し、植物では、ガマやヨ

シが繁茂しています。

また、琵琶湖や比良・比叡の山並みを中心とした美しい景観は古くから多くの人々に親

しまれており、その自然環境と歴史が一体となった特色ある景観を伝えてきました。その

1 つである近江八景※1のうち 7 つが志賀・大津圏域に属しています。

大津市は、これらの時代を超えて変わらぬ価値を持つ自然景観や歴史的景観を後世に継

承していくために、平成 17 年 3月 28 日付けで、景観法に基づく「景観行政団体」となり、

景観形成推進に取り組んでいます。

※1）近江八景

近江八景とは、①瀬田
せ た

の夕照
せきしょう

、②石山
いしやま

の秋月
しゅうげつ

、③粟津
あ わ づ

の晴嵐
せいらん

、④三井
み い

の晩鐘
ばんしょう

、⑤唐崎
からさき

の夜雨
や う

、

⑥比良
ひ ら

の暮雪
ぼ せ つ

、⑦堅田
か た た

の落雁
らくがん

、⑧矢橋
や ば せ

の帰帆
き は ん

などの琵琶湖の景勝をいいます。(下線は圏域内に

あることを示す)

(歴史)

圏域は、都として栄えた京都・奈良に近く、また西国と東国・北国を結ぶ交通の要衝と

して古くから歴史の表舞台に登場してきました。陸路は、京都から北陸方面へ抜ける鯖
さば

街

道（国道 367 号）や西近江路（国道 161 号）が通り、また、陸上、湖上交通の結節点とし

ての大津港は重要な港であり最盛期に千艘以上の丸子
ま る こ

船
ぶね

が集まるなど、港町、宿場町、城

下町として栄えました。このように、大津市は古都として相応しい歴史的風土を有してい

ることが評価され、平成 15年 10 月 10日に、全国で 10 番目となる古都保存法に基づく「古

都」に指定されました。
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(文化財)

滋賀県は、美しい自然とそれぞれの時代が代表する豊かな歴史文化資産に恵まれ、国宝

や文化財の数は全国でも有数を誇っています。

圏域内には、数多くの貴重な文化財が存在し、その内訳は、国宝および国指定の重要文

化財が 311件、県指定の文化財が 55 件となっています。主なものとして、建造物では、

石山寺本堂（国宝、大津市石山寺 1丁目）や、延暦寺
えんりゃくじ

根本
こんぽん

中堂
ちゅうどう

（国宝、大津市坂本本町）、

園城寺
おんじょうじ

金堂
こんどう

（国宝、大津市園城寺町）などがあります。また、延暦寺の門前町として栄え

た大津市坂本地区は、大津市坂本伝統的建造物群保存地区（重要伝統的建造物群保存地区）

に選定されています。天然記念物としては、石山寺硅
いしやまでらけい

灰
かい

石
せき

（国指定、大津市石山寺辺町）、

比叡山鳥類繁殖地（国指定、大津市坂本本町）の 2件が指定されています。

また、常世川の橋梁部や坂本地区などには、古くから地域住民との関わりをもつ石仏が

多く残っており、三田川などには生活文化財としての河道内の洗い場も残っています。

(土地利用)

圏域の平成 18 年度の土地利用は、森林が約 61.8％、建物・幹線交通用地が約 18.1％、

農用地が約 12.3％となっており、森林の占める割合が約 6 割と大きくなっています。昭和

51 年度に比べて、建物・幹線交通用地が約 1.66 倍と大きくなっており、市街化が進んで

います。

(人口)

圏域が位置する大津市※2の平成 22年の人口は約 33.5 万人で、県人口の 23.9％にあた

ります。また世帯数は約 13.5 万戸（県世帯数の約 25.3％）となっており、昭和 55 年に比

べ、25 年間で人口は 1.46 倍、世帯数は 1.98倍増加しており、全国的に見ても高い水準の

人口増加率を示しています。

※2）大津市

本整備計画中に記載されている大津市とは、平成 18年の合併後の大津市（旧大津市と旧志賀

町が合併）のことをいいます。

(産業)

圏域が位置する大津市の平成 17 年の産業別就業者人口は、第 1 次産業が約 0.2万人

（1.6％）、第 2 次産業が約 3.7 万人(25.2％)、第 3 次産業が約 10.8 万人(73.2％)であり、

第 3 次産業の割合が高くなっています。

製造業についてみると、平成 21 年の事業所数（従業員が 4 人以上）が 264 箇所あり、

製造品出荷額などは年間 2,957 億円となっています。業種としては電子、デバイス製造業

が最も多く､次いで生産用機械製造業、プラスチック製造業となっています。
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(交通)

圏域の交通は、主に湖岸周辺の平地部に集中し、なかでも圏域南部の瀬田川河畔から

逢坂
おうさか

峠にかけては交通の要衝となっており、JR 東海道新幹線、JR 東海道本線（JR 琵琶湖

線）、京阪電鉄京津線などの鉄道のほか、中央自動車道西宮線（名神高速道路）、国道 1

号および国道 1 号バイパス（京滋バイパス）が通っています。また、湖岸に並行して JR

湖西線、京阪電鉄石山坂本線のほか、国道 161号バイパス（西大津バイパス・湖西道路・

志賀バイパス）、国道 161 号があり、近畿､東海､北陸をつなぐ重要な路線として、その役

割を果たしています。

また、圏域と琵琶湖東岸をつなぐ重要な橋として昭和 39 年に琵琶湖大橋（橋長 1.40km）

が交通の所要時間短縮、観光促進を目的として開通しました。また、滋賀県の政治・経済・

文化の中心地である大津市と、産業経済発展の著しい湖南・湖東を結ぶ幹線道路である国

道 1 号のバイパスとして昭和 49 年に近江大橋（橋長 1.29km）が開通しました。

(農業)

圏域が位置する大津市の農業産出額は、米が約7割を占めており、次いで野菜が約2割、

花卉の生産および畜産（乳用・肉用牛、養鶏など）が約 1 割となっています。

平成 20 年の農用地面積について見ると、水田面積が 2,320ha、畑面積が 116ha となっ

ており、近年 10 年間で水田面積が約 0.93 倍、畑面積が約 0.76倍となっています。

(漁業)

圏域の漁業は、琵琶湖においてはエリと呼ばれる小型定置網を主としてアユ・ワカサギ

などの漁が行われています。また、圏域の位置する大津市では、セタシジミが特産品とし

て有名です。

(その他の産業)

地場産業としては、草木染手組組紐
くさきぞめてぐみくみひも

、膳所焼
ぜ ぜ や き

、大津絵などがあります。

また、圏域内では琵琶湖や山間部の豊かな自然環境や美しい景観を活かし、国道 161 号

などの湖岸道路や比叡山ドライブウェイなどを用いた観光や比叡山延暦寺・石山寺をはじ

めとする歴史的遺産をめぐる観光が盛んです。



5

1.2 河川の現状と課題

1.2.1 治水に関する現状と課題

（河川の現状）

圏域内には琵琶湖も含め一級河川が 51河川存在します。この内、琵琶湖に直接流入す

る河川は 36河川であり、瀬田川に流入する 6河川を除き、残りの多くはこれらの支川と

なっています。

圏域内の河川は、背後に比良山地・比叡山地などの急峻な山地が位置することから、延

長が短く、北部で約 10km 以下、南部でより短く 5km 以下となっています。

真野川
ま の が わ

は比叡山地に源を発し、南東部に流れ上流部で乗馬川
じょうめかわ

、融川
とおるかわ

と合流した後、真

野地区を東に流下し、湖西道路の交差後に世渡川
せ と が わ

と合流して、JR 湖西線を横断した後に琵

琶湖に注ぐ流路延長 8.2km、流域面積 18.3km2の一級河川です。真野川は湖西道路から上

流では概ね山付区間で掘込河道となっている一方、下流には築堤区間が見られ、一部天井

川の様相を呈する区間もあります。

大宮川
おおみやがわ

は比叡山延暦寺横川中堂
ひえいざんえんりゃくじよかわちゅうどう

付近に源を発し、日吉大社境内を経て坂本地区を流下し

て、湖西道路、JR 湖西線、国道 161号を横断後、琵琶湖に注ぐ、流路延長 4.8km、流域面

積約 7.7km2の一級河川です。大宮川は湖西道路より上流では概ね掘込河道となっています

が、下流は天井川となっています。

藤ノ木川
ふ じ の き が わ

は比叡山に源を発し、山間部を流下し、狭小な平地部を流れ、京阪電鉄石山坂

本線、湖西道路、JR湖西線を横断後に琵琶湖に注ぐ、流路延長 2.4km、流域面積 1.8km2

の一級河川です。藤ノ木川は京阪電鉄石山坂本線付近から上流では概ね山付区間、掘込河

道となっていますが、京阪電鉄石山坂本線付近から湖西道路付近までは天井川となってお

り、河床はコンクリートで覆われています。

常世川
つね よがわ

は中央自動車道西宮線（名神高速道路）大津インターチェンジ付近に源を発し、

市街地を流下し、国道 1号、JR 東海道本線、京阪電鉄石山坂本線を横断後に琵琶湖に注ぐ、

流路延長 1.0km、流域面積 0.9km2の一級河川です。

吾妻川
あづ まがわ

は音羽山付近に源を発し、国道 1号を横断後に蟹川
かにがわ

と合流し、JR東海道本線(JR

琵琶湖線)、京阪電鉄石山坂本線を横断後に琵琶湖に注ぐ、流路延長 2.3km、流域面積1.6km2

の一級河川です。

常世川・吾妻川は、吾妻川の一部に天井川の区間がありますが、概ね全川にわたって掘

込河道となっています。

諸子川
もろ こがわ

（普通河川）、堂の川
どう のかわ

（普通河川）、相模川
さが みがわ

、篠津川
しの つがわ

、兵田川
ひょうだがわ

、盛越川
もりこしかわ

、狐川
きつねがわ

（普

通河川）、三田川
さん たがわ

の 8 河川（以下、相模川、盛越川など 8河川）は音羽山
おと わやま

や千頭
せ ん ず

岳
だけ

の山地

に源を発し、中央自動車道西宮線(名神高速道路)を横断した後、大津市街地を流下して、
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国道 1 号、JR 東海道新幹線、JR東海道本線(JR 琵琶湖線）、京阪電鉄石山坂本線などの主

要幹線道路や鉄道を横断して琵琶湖または瀬田川(淀川)へ注ぐ河川で、8 河川の総流域面

積は約 15.2km2です。

（過去の主要な洪水の概要）

圏域において過去に大きな被害を及ぼした主な洪水は、明治 29年の豪雨、昭和 28年の

台風 13 号、昭和 34年の伊勢湾台風などがあります。

主要河川では、昭和 40～50 年代に真野川と常世川で床下浸水被害が発生しました。真

野川では、昭和 44 年に梅雨前線豪雨により、床下浸水 16 戸の被害が生じました。常世川

では、昭和 43 年に 2 度の集中豪雨と台風 10 号によって、合わせて床下浸水 110 戸、半壊

家屋 2 戸の被害が生じました。このとき、大津雨量観測所では時間雨量 46mm を記録しま

した。

また、近年では、平成 8 年と平成 9 年に大宮川と藤ノ木川で浸水被害が発生しました。

平成 8 年の豪雨では、大宮川で床下浸水 5 戸、床上浸水 1 戸の被害が生じました。平成 9

年の豪雨および台風 11 号では、大宮川で床下浸水 102 戸、床上浸水 16 戸、藤ノ木川では、

床下浸水 70戸の被害が生じました。このとき、坂本雨量観測所では時間雨量 83mmを記録

しました。

相模川、盛越川など 8河川でも度々洪水が発生し、床下浸水や床上浸水の被害が生じて

います。
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志賀･大津圏域の主要水害一覧

真野川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

S41 台風第24号 9/18～9/23 ― 10 0 0 0 10 0 0 0 水害統計

S44 梅雨前線豪雨 6/20～7/14 溢水 16 0 0 0 16 0 0 0 水害統計

S51 梅雨前線豪雨 6/9 ― ― ― ― ― 6 ― ― 150,000 出典不明

大宮川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

H8 豪雨 8/26～8/29
無堤部浸水
有堤部溢水

5 1 0 0 6 160 0 160 水害統計

H9
豪雨及び
台風第11号

8/3～8/13 有堤部溢水 102 16 0 0 118 4,745 0 4,745 水害統計

足洗川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

H6
その他の
異常気象

― 有堤部溢水 0 2 0 0 2 200 0 200 水害統計

H8 豪雨 8/26～8/29 有堤部溢水 1 1 0 0 2 40 0 40 水害統計

H9
豪雨及び
台風第11号

8/3～8/13 有堤部溢水 14 0 0 0 14 180 0 180 水害統計

藤ノ木川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

H9
豪雨及び
台風第11号

8/3～8/13
無堤部浸水
有堤部溢水

70 0 0 0 70 1,380 0 1,380 水害統計

常世川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 50 0 0 0 50 15,000 0 15,000 水害統計

S43 集中豪雨 8/18 溢水 30 0 2 0 32 10,000 0 10,000 水害統計

S43 台風第10号 8/25～8/26 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計

諸子川、堂の川、相模川、篠津川、兵田川、盛越川、狐川、三田川の8河川

床下 床上 半壊 全壊 合計 宅地 農地 合計

諸子川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 40 0 0 0 40 13,000 0 13,000 水害統計

篠津川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 30 0 0 0 30 5,000 0 5,000 水害統計

兵田川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 50 0 0 0 50 10,000 0 10,000 水害統計

盛越川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 30 0 0 0 30 5,000 0 5,000 水害統計

三田川 S43 集中豪雨 7/2～7/3 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計

兵田川 S43 台風第10号 8/25～8/26 溢水 50 0 0 0 50 10,000 0 10,000 水害統計

盛越川 S43 台風第10号 8/25～8/26 溢水 30 0 0 0 30 10,000 0 10,000 水害統計

諸子川
堂の川

S44 前線 8/1～8/2 ― (51) (11) ― (1) (63) ― ― (380,000) 琵琶湖河川事務所HP

三田川 S45
梅雨前線豪雨
及び
台風第2号

6/10～7/18 浸水 10 0 0 0 10 15,000 20,000 35,000 水害統計

相模川 S47 台風第20号 9/16～9/17 ― (898) ― ― ― (898) ― ― (380,000) 琵琶湖河川事務所HP

三田川 S57
豪雨、落雨、
風浪と
台風第10号

7/5～8/3 ― 3 0 0 0 3 1,000 0 1,000 水害統計

三田川 S57 台風第10号 7/31～8/2 ― (170) (253) ― ― (423) ― ― (180,000) 琵琶湖河川事務所HP

(180) (165) (345)
[13] [2] [15]

※１：( )書きは大津市全体の被害を表し、[]書きは、大津放水路流域内数量が判明しているものを計上

出典

出典

出典

出典

出典

水害発生
年月日

異常気象名年度 出典

年度 異常気象名
水害発生
年月日

浸水
原因

浸水被害（戸数） 浸水面積（m2）

浸水面積（m2）浸水
原因

浸水被害（戸数） 浸水面積（m2）

浸水被害（戸数）

年度 異常気象名
水害発生
年月日

浸水
原因

年度 異常気象名
水害発生
年月日

浸水
原因

年度 異常気象名
水害発生
年月日

浸水
原因

浸水
原因

浸水被害（戸数） ※1 浸水面積（m2） ※1

浸水被害（戸数） 浸水面積（m2）

浸水被害（戸数） 浸水面積（m2）

河川名

H1 秋雨前線 9/5～9/9

年度 異常気象名
水害発生
年月日

― 琵琶湖河川事務所HP

相模川
篠津川
盛越川
狐川

― ― ― ― (150,000)
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（治水事業の沿革）

このような洪水の被害を軽減するため、河川改修事業や災害復旧事業などにより、河川

の改修工事や護岸の復旧工事などを行ってきました。特に昭和 47 年から開始した琵琶湖

総合開発事業により、河川改修の投資額が大幅に伸び、圏域内の河川改修は大きく前進し

ました。

真野川の改修は、災害復旧事業など護岸の復旧工事を主体として実施してきました。し

かし、川幅が狭く、流下能力が大きく不足していることから、平成 6年度から河川改修事

業全体計画を策定のうえ、事業に着手しました。その後事業用地の取得を進め、現在は河

口部から改修工事を行っています。

大宮川は、昭和 48年に大宮川・足洗川
あしあらいがわ

の 2 河川を統合する大宮川放水路の計画を策定

し、事業に着手しました。このうち河口から JR 湖西線付近までの約 700m区間を琵琶湖総

合開発事業により改修し、足洗川については平成 14 年に大宮川放水路への取り付けを完

了しました。現在では、大宮川の大宮川放水路への取り付け区間である、約 500mの工事

を進めています。

藤ノ木川は、昭和 45年に事業に着手し、琵琶湖総合開発事業などにより河口部から上

流約 780m 区間の改修を完了しています。現在では、人家密集地の湖西道路上流部から市

道幹 2120 号線（つくり道）間の 720mが未改修区間となっています。

常世川は、昭和 51 年に事業に着手し、常世川および吾妻川の 2 河川を統合するトンネ

ル河川として琵琶湖総合開発事業などにより常世川合流点より上流約 140m までの区間が

平成 10 年度に完了しています。現在では、改修済みのトンネル河川に常世川および吾妻

川を暫定的に取り付けています。

相模川、盛越川など 8河川の治水対策として、国の直轄事業である大津放水路事業が進

められています。大津放水路事業は、洪水時の各河川からの流水を中央自動車道西宮線(名

神高速道路)沿いに設けた分水工から放水路トンネルへ導き、瀬田川へ放流しようとする

もので、平成 17 年 6月に瀬田川から盛越川までの第一期工事が完成し、通水されたこと

により、盛越川から諸子川までの上流第二期工事の早期実施が望まれています。

（治水上の課題）

災害復旧事業や計画的な改修事業を進めてきたことにより、大規模な洪水被害は減少し

ていますが、近年、全国各地で気候変動による集中豪雨が頻発していることから、河川の

施設能力を上回る洪水（以下、超過洪水という）が発生する危険性が増大しています。

また、圏域の市街化の進展や交通網の整備などにより人口・資産の集中が見られるなど

堤内地の土地利用の高度化が進んでいます。
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さらに、これまでの洪水対策では、河川管理者による取り組みだけでなく、住民による

自主的な判断や自助活動として、地域防災力の中心・中核を担う消防団による活動が重要

な役割を担ってきましたが、核家族化による水害に対する知恵の伝承の断絶などや団員の

高齢化やサラリーマン化による組織の弱体化が見られることから、治水に関する関心が低

下する状況にあります。

このように全体として地域防災力が低下し、水害発生時の被害ポテンシャルが高まって

おり、今後とも生命の安全確保と財産の保護が急務となっています。

改修が進んでいる箇所においても、護岸の老朽化や背後地の利用状況の変化により、水

衝部などで危険性が確認された箇所に対しては、個別の対応策として、堤防の質的強化や

はん濫制御を図る対策も併せて進めていく必要があります。

こうしたことから、県民の命を守り壊滅的な被害をできるだけ少なくするため、これま

での川の中の対策に加え、自助・共助・公助を組み合わせた川の外の対策を推進し、効果

的に治水安全度を高める取り組みを進めていく必要があります。

真野川は河積が小さく、はん濫原には、国道 161 号、湖西道路、国道 477 号、JR湖西

線などの多くの交通網が通っており、交通の要衝となっています。また、下流は、密集市

街地であり、人口や資産が集中しているだけでなく、娯楽施設や商業施設なども多く存在

しています。さらに当地区は近年、京阪神のベッドタウンとしての市街化が急激に進んで

いることから、洪水時には深刻な被害が発生するおそれがあるため、浸水被害の低減を図

るとともに破堤による壊滅的な被害を回避する必要があります。

大宮川は河積が小さく、はん濫原には、国道 161 号、湖西道路、JR 湖西線など主要な

路線が通っており、下流は密集市街地であり、人口や資産が集中しているだけでなく、中

流部には日吉大社などの保全すべき歴史・文化的な建造物が存在しています。また、密集

市街地を天井川が蛇行しながら流下していることから、洪水時には深刻な被害が発生する

おそれがあるため、浸水被害の低減を図るとともに破堤による壊滅的な被害を回避する必

要があります。

藤ノ木川は河積が小さく、はん濫原には、国道 161号、湖西道路、JR 湖西線や京阪電

鉄石山坂本線など主要な路線が通っており、中・下流は密集市街地であり、人口や資産が

集中しているだけでなく、世界遺産に登録された延暦寺と深い関係のある寺院や里坊など

保全すべき建造物が多く存在しています。また密集市街地を天井川が流下していることか

ら、洪水時には深刻な被害が発生するおそれがあるため、浸水被害の低減を図るとともに

破堤による壊滅的な被害を回避する必要があります。

常世川・吾妻川は河積が小さく、はん濫原には、人口、資産が集中する県都大津市の中

心市街地があるほか、国道 1号、JR 東海道本線（JR 琵琶湖線）、京阪電鉄石山坂本線な

どの主要交通幹線が通っており、また県庁など重要施設付近や密集市街地を蛇行しながら

流下していることから、洪水時には深刻な被害が発生するおそれがあるため、溢水による

被害を軽減する必要があります。
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1.2.2 利水に関する現状と課題

圏域内の河川水は、かんがい用水や飲料用以外の生活用水などに利用されています。ま

た、圏域内の水道普及率は 99.9％（平成 21 年 3 月末現在）となっており、そのほとんど

が琵琶湖の水を利用しています。

真野川の河川水は、大野地区、家田
い え だ

地区、中村地区、沢地区、北村地区、今堅田地区な

どの主に農業用水として利用されている他、飲料用以外の生活用水や防災用水としても利

用されています。農業用水に利用された水は、真野川に還元される他、用水路を経由して

直接琵琶湖に排水されるものもあります。

大宮川の河川水は、沿川農地の農業用水に利用されている他、飲料用以外の生活用水や

日吉大社や旧竹林院の池泉としても利用されています。

藤ノ木川の河川水は、下流部を除き、平常時の水量がほとんどないこともあり、農業用

水への利用はされていませんが、沿川里坊の寺院の池泉に利用されています。

常世川・吾妻川の河川水は、市街地を流下しており、農業用水への利用はなされていま

せん。

相模川、盛越川など 8 河川の河川水は、中・下流域に残された水田の農業用水として、

地域の貴重な水源として古くから利用されています。

現状では、流況や利水量が正確に把握できていないところもあります。平常時の流水が

河川環境に潤いを与えていることの認識のもと、平常時かつ渇水時において、地域住民と

連携しつつ流況の把握に努める必要があります。

なお、天井川の切り下げや新川の掘削など地下水への影響が想定される河川については、

地下水位への影響についての調査が必要です。
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1.2.3 河川環境に関する現状と課題

（1） 生物の生息・生育

（植生）

圏域内で確認されている植生は、圏域北部の比良山地高山部ではクロモジ-ブナ群集や

ブナ-ミズナラ群落から成り、圏域内河川の上流部にあたる比良山地中腹部ではスギ･ヒノ

キ･サワラ植林やモチツツジ－アカマツ群集・クヌギ－コナラ群集が広がっています。圏

域内河川の中流部から下流部にかけては水田と市街地が混在する里山的景観になり、竹林

やカナメモチ-コジイ群集が広がっています。湖岸沿いは、圏域北部にクロマツ群落、ヌ

マガヤ、竹林などの生育が確認されており、圏域南部は人工湖岸であるため、植生はほと

んど生育していません。

また、圏域中部の真野川の河口部や雄琴地区および下阪本地区などの湖岸域のヨシ群落

が、滋賀県で平成 4 年度に施行された「滋賀県琵琶湖のヨシ群落の保全に関する条例」の

ヨシ群落保全区域に指定され、一部でヨシ群落の保全事業が実施されています。平成 16

（2004）年には「ヨシ群落保全基本計画」を決定し、ヨシ群落の育成、生態特性・地域特

性に応じた維持管理、刈り取ったヨシの有効な利活用を図ることとしています。

保全すべき貴重な植物としては、真野川の中流部にエビネ（環境省版レッドリスト：準

絶滅危惧）が、相模川、盛越川など 8河川にはフジバカマ（環境省版レッドリスト：準絶

滅危惧/滋賀県版レッドリスト：要注目種）やガガブタ（環境省版レッドリスト：準絶滅

危惧/滋賀県版レッドリスト：絶滅危機増大種）が確認されています。

（魚類）

圏域内で確認されている魚類は、アユ、オイカワ、カワムツ、コイ、タナゴ類、メダカ

（環境省版レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類）、ドジョウ、モツゴなどの生息が報告されてい

ます。特に、和邇川
わ に が わ

の下流部ではアユの産卵に好適な河川であり、水産資源保護法に基づ

くアユの保護水面に指定されています。

また、多くの河口では、ブルーギルやブラックバスなどの外来生物が確認されており、

生態系への影響が危惧されています。

圏域内に生息する保全すべき貴重な魚類としては、真野川の中流部と藤ノ木川にウツセ

ミカジカ（環境省版レッドリスト：絶滅危惧ⅠB 類）が確認されています。

（動物など）

圏域内で確認されている動物としては、哺乳類では、比良山地や比叡山地にニホンザル、

ニホンジカ、ツキノワグマ、イノシシ、キツネ、タヌキ、カモシカなどの生息が確認され

ています。鳥類では、カモ類やカイツブリ、ユリカモメなどの生息が確認されています。

昆虫類では、ムカシトンボ、ハッチョウトンボ、オオムラサキ（環境省版レッドリスト：

準絶滅危惧）、ギフチョウ（環境省版レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類）、ゲンジボタルなど

の生息が確認されています。両生類では、上流域でヒダサンショウウオ（環境省版レッド

リスト：準絶滅危惧）、モリアオガエルなどが、市街地の雄琴
お ご と

地区では、ダルマガエル、
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カスミサンショウウオ（環境省版レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類）の生息が確認されていま

す。

圏域内に生息する保全すべき貴重な動物として鳥類では、真野川流域でチュウサギ（環

境省版レッドリスト：準絶滅危惧/滋賀県版レッドリスト：希少種）が確認されています。

（主要河川の主な確認生物）

真野川には、植物では桜やヨシ、ススキなどが生育し、魚類では前述のウツセミカジカ

ほかカネヒラやトウヨシノボリなどが、鳥類ではヤマセミやカワセミなどに加え、貴重な

種としてチュウサギが生息しています。

大宮川には、植物では竹林やヒメガマなどが生育し、魚類ではトウヨシノボリなどが生

息するのに加え、平成 22 年度にはビワマス（環境省版レッドリスト：絶滅危惧）の遡上

が確認されています。鳥類ではコサギやシギなどが生息しています。

藤ノ木川には、植物ではミゾソバなどが生育し、魚類ではトウヨシノボリなどや、貴重

な種として真野川と同じく、ウツセミカジカが生息しています。

常世川・吾妻川の石積み護岸の隙間には、ヨモギやベニシダなどの植物が生育していま

す。

相模川、盛越川など 8河川には、植物では前述のフジバカマやガガブタほかヨシなどが

生育しています。

魚類では、アマゴ、アユ、オイカワ、ヨシノボリなどが生息しています。

このように、真野川をはじめ圏域内の河川では、多種多様な生物や保全すべき貴重な種

が確認されており、生物の生息・生育環境が保全されるように努める必要があります。

（2） 水質

圏域内の河川のうち、県指定に該当する「生活環境の保全に関する環境基準」による類

型指定を行っている河川は、琵琶湖を始め和邇川、天神川、大宮川、柳川、吾妻川、相模

川があります。また、市指定に該当する「河川の水質汚濁に係わる環境上の基準」による

類型指定を行っている河川は、真野川、雄琴川、大正寺川、際川、兵田川、盛越川、三田

川、多羅川、千丈川があります。

琵琶湖は湖沼の AA 類型（COD1mg/l 以下など）およびⅡ類型（T-N0.2mg/l 以下、

T-P0.01mg/l 以下）に指定されていますが、ほとんどの項目で基準値を満足していません。

真野川は A類型に指定されており、BOD（75%値）の基準値（BOD2mg/l 以下）を満足し

ています。

大宮川は A類型に指定されており、BOD（75%値）の基準値（BOD2mg/l 以下）を満足し

ています。

吾妻川は AA類型に指定されていますが、基準値（BOD1mg/l 以下）程度で概ね横ばい傾

向となっています。
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相模川、盛越川など 8 河川については、三田川、兵田川、相模川が AA 類型（BOD1mg/l

以下）、盛越川が A 類型（BOD2mg/l 以下）に指定されています。一部河川で BOD（75%値）

の基準値を満足していませんが、下水道の普及とともに水質は概ね良好な状態に近づいて

いるといえます。

藤ノ木川については、環境基準の類型指定がされていませんが、市道幹 2120 号線（つ

くり道）から下流では水量が少なく、家庭雑排水の流入もあることから水質は良好とは言

えません。湖西道路よりも下流では、水量も増えることから、これよりも上流に比べて水

質は良好です。

（3） 水辺・河川空間利用

圏域を流れる河川の上流部の比良山、比叡山一帯は、自然公園として琵琶湖国定公園に、

鳥獣保護区として比良山鳥獣保護区、比叡山鳥獣保護区および鳥獣保護区特別保護地区、

伊香立
い か だ ち

鳥獣保護区に指定されており、豊かな自然に恵まれています。一方、下流部は市街

地を形成し自然が減少しています。圏域を流れる河川は、古くから人との深い関わりを有

しており、現在は、貴重なオープンスペースとしての利用や自然とふれあう空間としての

役割を担っています。

真野川では、河口付近から真野川大橋下流までの左岸側に植樹された桜並木が約 800m

程度続き、水と緑の河川環境を特徴づける存在であり、人々の憩いの場ともなっています。

また、その他釣りや子供たちの水遊びなど、多くの人々に利用されています。

大宮川は、比叡山地から流下した後、日吉大社境内を流れ、この区間は重要文化財にも

指定されている石造りの日吉大社日吉三橋に代表される景観を有し、多くの人々が訪れる

場所となっています。一方、坂本の市街地に出てからは、河川管理用道路のとぎれる区間

があり、水辺に降りる場所なども少ないことから、河川空間の利用は少ない状況となって

いますが、河川の周辺では穴
あの

太積
う づ み

と水路のまちとして、まちづくりが行われています。

藤ノ木川は、川幅が狭く、かつ常時の水量が少ないことなどから、水辺・河川空間の利

用はされていません。

常世川・吾妻川では、吾妻川下流の一部分で、親水性に配慮した整備が行われています

が、全体的には、コンクリートや石積み護岸などで水際が画一化されており、水辺・河川

空間の利用はされていません。しかし、複数の河川愛護団体が清掃活動などを行うなど、

地域住民が河川に対して強い関心を持っています。

相模川、盛越川など 8 河川の流域の上流は、音羽山地区の歴史的風土保存区域であり、

自然景観にあふれており、中流の茶臼山公園
ちゃうすやまこうえん

などは、地域の人々の憩いの場となっていま

す。三田川や蛍の生息している盛越川の上流の一部には親水護岸が整備されており、複数

の河川愛護団体により川の清掃活動なども行われています。
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湖辺域の木
こ

の岡
おか

ビオトープでは、地域住民、学校関係者、近隣企業関係者、専門家、行

政関係者で組織された「おにぐるみの学校」により、自然観察会などの取り組みが行われ

ています。
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1.2.4 琵琶湖・湖辺に関する現状と課題

（琵琶湖に関するこれまでの取り組み）

琵琶湖は、面積が 670.25km2あり県の約 1/6を占めており、その起源は約 400万年前と、

世界的にも非常に長い歴史を持った古い湖です。また琵琶湖は、日本の淡水魚の宝庫とも

言われており、魚類だけでなく水鳥や昆虫、水生植物などの様々な生物が生息・生育し、

その種類は 1,000 種を超えています。そのうち琵琶湖にしか生息しない固有種 61種（亜

種、変種を含む）が確認されており、1993 年には湿地生態系保護のためのラムサール条約

（国際湿地条約）の登録湿地に指定されました。

琵琶湖周辺地域では古来より度々洪水や渇水に悩まされ、さらに市街地化や工業化の進

展により、自然環境や生活環境の悪化も深刻化していました。我が国の高度経済成長を背

景にした下流京阪神地域の水需要の急激な増大により琵琶湖の重要性が高まる中、「琵琶

湖の自然環境の保全と汚濁した水質の回復を図りつつ、その水資源の利用と関係住民の福

祉とをあわせて増進し、近畿圏の健全な発展に寄与する」ことを目的として、昭和 47 年

に「琵琶湖総合開発計画」が策定されました。

当該計画に基づく総合開発事業では、琵琶湖の水質や恵まれた自然環境を守るための

「保全対策」、淀川および琵琶湖周辺の洪水被害を解消するための「治水対策」、水資源

の有効利用を図る「利水対策」を 3 つの柱として、水資源開発公団（当時、現：水資源機

構）が実施する 40m3/s の水資源開発と湖岸堤、瀬田川浚渫、内水排除施設などの整備を

行う「琵琶湖開発事業」と、国・県・市町などが実施する河川、下水道、水道、土地改良、

造林、林道、道路、農業集落排水処理施設などの整備などを行う「地域開発事業」を実施

し、事業は 25 年の歳月をかけ、平成 9年 3 月に終結しました。

この事業により、琵琶湖流域のみならず琵琶湖・淀川流域全体において社会資本の充実

をもたらすとともに、湖岸堤や内水排除施設の建設などによって琵琶湖の洪水被害は減少

しました。さらに、種々の水位低下対策などにより渇水時においても大きな被害が生じな

くなるなど、流域の治水・利水環境は大幅に向上し、水質保全においても、下水道整備、

し尿処理施設整備などにより流入汚濁負荷量が大きく削減されました。

しかしながら、土地利用や産業活動の変遷、生活様式の変化などにより、琵琶湖を取り

巻く状況は依然として厳しく、水質の保全、水源の涵養、自然的環境・景観の保全などが

緊急の課題となり、平成 12 年に県民総ぐるみによる琵琶湖保全の指針である琵琶湖総合

保全整備計画「マザーレイク 21 計画」※3が策定され、水質保全対策を計画的・総合的に

推進することを目的として定めた「琵琶湖に係る湖沼水質保全計画」※4とともに、水質保

全や湖辺の保全をはじめ健全な琵琶湖の保全に向けた対策を実施しています。

具体的な取り組みとしては、湖辺域では河川からの供給土砂の減少などにより、砂浜の

（砂浜の後退）侵食が進行していることから、砂浜の侵食対策を目的とした湖岸保全・再

生事業を実施してきました。

さらに、木の岡ビオトープは、開発の進む市街地の中で良好な自然環境が残され、多種

多様な生物の生息・生育空間となっていることから、これを良好な状態で保全し、次世代
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へ引き継ぐことを目的に地域住民や専門家などと協働しながら保全・利用事業を実施しま

した。

※3）マザーレイク 21計画

マザーレイク 21 計画は、平成 9 年度から 2 ヶ年にわたり、琵琶湖およびその周辺地域を 21

世紀に向けた湖沼保全のモデルとすべく、環境庁、国土庁、農林水産省、林野庁、厚生省およ

び建設省の 6省庁が共同で実施した「琵琶湖の総合的な保全のための計画調査」を踏まえた、

県民総ぐるみによる琵琶湖総合保全の指針として県が計画を定めたものです。

※4）琵琶湖に係る湖沼水質保全計画

湖沼の水質保全対策を計画的、総合的に推進することを目的として、国において昭和59年に

湖沼法が制定され、琵琶湖は、昭和60年に湖沼水質保全特別措置法の指定湖沼の指定を受けま

した。滋賀県および京都府は昭和61年度以降 5年を計画期間とする「琵琶湖に係る湖沼水質保

全計画（湖沼水質保全計画）」を策定し、総合的な水質保全施策を実施してきており、現在は第

5期計画に定める対策を実施中です。

（湖辺の現状と課題）

湖辺域の沈水植物帯、ヨシ群落、河畔林などは、湖国らしい個性豊かな郷土の原風景で

あると同時に、魚類・鳥類の生息場所、湖岸の侵食防止、水質保全など多様な機能を有し

ており、豊かな生物相を育み、琵琶湖の環境保全に大きな役割を果たしています。県では、

平成4年3月からヨシ群落保全条例(滋賀県琵琶湖のヨシ群落の保全に関する条例)により

ヨシ原の多様な働きを見直し保全することにしました。

琵琶湖の湖辺域では、私たちの暮らしや産業活動から排出される環境負荷や埋め立て、

内湖の干拓、湖岸や河川の人工護岸化、圃場整備などによる水路形状や土地区画の変化な

どによって、砂浜、内湖、沈水植物帯、ヨシ群落、河畔林などが消滅あるいは減少し、良

好な生物の生息・生育環境の消失、分断、孤立化により生息する生物の種類の減少や琵琶

湖の固有種の減少が見られます。このようなことから、琵琶湖が本来持っている自然豊か

な湖辺を取り戻すことで、湖沼生態系を健全な形で維持、復元することが求められていま

す。

圏域の砂浜区間の内、わに浜・北小松浜などでは砂浜の侵食が特に激しく見られます。

砂浜は、琵琶湖に流れ込む河川から供給された土砂が湖岸沿いに運ばれて堆積したもので

す。一般に砂浜が維持されるのは、波の作用によって湖岸線と平行に移動する漂砂と河川

から運ばれる砂が均衡している場合であり、河川からの供給量が減少すると砂浜の後退が

起こります。砂浜の後退は、松林などの倒壊や湖岸沿いの土砂の流出(土地の後退)を引き

起こします。こうしたことから、安定した砂浜やなぎさ線の維持が求められています。

一方、近年、琵琶湖（特に南湖）において水草の大量繁茂が恒常化し、琵琶湖本来の生

態系が大きく変貌して、人間活動に対しても様々な悪影響が発生しています。水草の大量

繁茂による漁業障害、航行障害、生活環境、湖沼環境への悪影響を早急に軽減するために、

水草の適正な管理が求められています。
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2． 河川整備計画の目標に関する事項

2.1 計画対象期間、計画対象河川

本河川整備計画の対象期間は概ね 20 年間とします。

また、対象とする河川は、直轄管理区間を除き琵琶湖を含む圏域内の全ての一級河川(51

河川)とします。そのうち真野川、大宮川、藤ノ木川、常世川・吾妻川は計画的に河川の

整備を図る区間として、“整備実施区間”、“調査検討区間”、“整備時期検討区間”を

設定し、整備を推進します。なお、これらの区間は、優先的に整備する河川のランク付け

（滋賀県中長期整備実施河川の検討）の結果を踏まえて設定しています。

・整備実施区間 ：整備計画期間中に整備を実施する区間

・調査検討区間 ：整備実施に向けた調査・検討を実施する区間

・整備時期検討区間：整備の実施時期を検討する区間

「滋賀県中長期整備実施河川の検討」における河川のランク分け

Ａランク河川：緊急性の観点から整備実施を必要とする河川

Ｂランク河川：緊急性の観点からはＡランクの次に整備実施を必要とする河川

本整備計画は、平成 22 年度の社会状況・自然環境、および河道状況などに基づき策定

するものであり、今後これらの状況の変化や新たな知見、技術の進歩などにより適宜見直

しを行うものとします。

河川ランク 河川名

Ａランク河川 藤ノ木川、真野川

Ｂランク河川 常世川・吾妻川、大宮川
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2.2 計画の目標

2.2.1 洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項

本計画における河川整備の目標は、流域面積50km2以上の河川は戦後最大相当の洪水を、

50km2未満の河川は10年に1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下させること

を目指しますが、財政状況や様々な社会状況・自然環境などを考慮して目標規模を設定し

ます。

整備は万一はん濫した場合の被害の大きさや改修後の社会基盤の整備や生活環境の変

化などにより、求められる治水安全度などを総合的に考え合わせ、緊急度の高い河川を対

象として、本川と支川のバランスを考慮の上、計画的に進めていきます。

また、超過洪水が発生した場合でも、人命を守ることを第一の目標とし、滋賀県流域治

水基本方針※5などとの整合を図りながら、はん濫原での被害を最小化するための減災対策

を計画的に関係機関と連携して取り組みます。

真野川は、10 年に 1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように整

備を行います。計画高水流量は河口地点で 170m3/s とします。

大宮川においては、放水路河川による施工性等を考慮し、50 年に 1 回程度の降雨によ

り予想される洪水を安全に流下できるように整備を行います。計画高水流量は JR湖西線

下流地点で 140m3/s とします。

藤ノ木川は、10 年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように

整備を行います。計画高水流量は湖西道路上流地点で 20m3/s とします。

常世川・吾妻川においては、トンネル河川の特殊性や技術基準により、100 年に 1回程

度の降雨により予想される洪水を安全に流下する河道整備を目標とします。計画高水流量

は、河口から 500m の地点で 50m3/s（常世川 10m3/s、吾妻川 40m3/s）とします。

相模川、盛越川など 8河川については、国の直轄事業である大津放水路との連携を図り

ます。

なお、全ての河川において、橋梁や横断工作物などの重要構造物の施工にあたって、関

係機関などと協議、調整を図り、将来計画に手戻りがないよう実施します。

※5）滋賀県流域治水基本方針（平成 23年 11月 策定作業中）

流域治水とは、どのような洪水にあっても①人命が失われることを避け（最優先）、②生活再

建が困難となる被害を避けることを目的として、自助・共助・公助が一体となって、川の中の

対策に加えて川の外の対策を、総合的に進めていく治水のことです。

（※流域治水基本方針案 P2より引用）
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（単位：m3/s）

真野川 計画流量配分図

（単位：m3/s）

大宮川 計画流量配分図
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（単位：m3/s）

藤ノ木川 計画流量配分図

（単位：m3/s）

常世川・吾妻川 計画流量配分図
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2.2.2 河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持に関する事項

圏域内の河川は、主に農業用水として利用されている他、生物の貴重な生息・生育環境

となっています。

このため、将来にわたり健全な河川水の利用や生物の生息・生育環境が保全されるよう、

それぞれの河川における水管理の現状を踏まえ、利水者および地域住民の協力を得ながら

引き続き適正な水管理に努めます。

また、河川流況の的確な把握に努め、流域における適切な水利用に向けた取り組みを推

進します。

2.2.3 河川環境の整備と保全に関する事項

圏域内の河川は、豊かな自然に恵まれ、魚類、鳥類、昆虫類など、多くの生物の良好な

生息・生育環境が見られます。豊かな自然と共生し多様な生物が生息・生育する川をめざ

し、上流から下流にかけての連続した河川環境の保全、生物が生息・生育する環境の確保、

健全な水循環の確保に努めます。このことから、河川の工事に際しては河道状況や流域の

特性に応じて、自然の営力により、それぞれの川が本来有するべき河原、瀬・淵、多様な

水際などの川相が形成・維持される河道が創出できるように努めます。

人々の暮らしにとって、水辺や河川空間は、自然に触れあえる身近な場であり、豊かな

自然環境や歴史的背景のもと、安らぎやうるおいが感じられる空間、自然体験や学習の場

となるなど重要な役割を果たしており、このような周辺環境に十分配慮した河川空間の整

備・保全に努めます。

河川環境の整備に際しては、淀川水系河川環境管理基本計画と県が進める琵琶湖総合保

全整備計画「マザーレイク 21計画」との整合を図るとともに、県が学識経験者などに委

嘱している生物環境アドバイザーや地域住民などの意見・助言を得て進めます。

なお、河川整備により旧河道が生じる場合は、地域住民との協働のもと、河川環境の整

備と保全を考慮し、その利活用を検討します。
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2.2.4 琵琶湖の整備と保全に関する事項

琵琶湖の生物の生息・生育環境や白砂青松
はくしゃせいしょう

で知られる砂浜湖岸やヨシ帯など琵琶湖固

有の景観を保全するため、湖辺域の失われた砂浜や湿地帯の保全・再生を実施します。

(湖辺の保全)

滋賀県は、豊かな自然の中で、多様な生物の営みによって、四季折々に美しい固有の景

観を見せる琵琶湖をあるべき姿として位置づけ、自然的環境・景観保全対策に取り組むこ

ととしています。

砂浜の保全・再生に関して、湖岸の砂浜侵食が著しい区間については、侵食を抑制する

のみではなく、前浜を積極的に回復することにより、湖岸の昔の姿を取り戻したり、近づ

けることで、琵琶湖の原風景の保全・再生を図ります。

なお、取り組むに当たっては、湖辺域の水域と陸域との推移帯(エコトーン)が多様な生

物の生息場所となっていることから連続性や拠点の確保、自然性の高い湖辺の保全、地域

の歴史的・文化的環境に配慮して、地域にふさわしい湖辺となるように、保全・再生を図

ります。あわせて、琵琶湖における湖沼環境の悪影響を軽減するための水草対策を、必要

に応じて実施します。
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2.3 整備実施区間・調査検討区間・整備時期検討区間

（1） 河川整備に係る整備実施区間・調査検討区間・整備時期検討区間

「洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項(2.2.1)」に従い、近年におい

て家屋の浸水被害が発生した河川や想定されるはん濫原において、宅地・工場など市街化

が進展している河川、または地域の幹川として重要な河川のうち、次の河川の区間を“整

備実施区間”、“調査検討区間”、“整備時期検討区間”とします。

・整備実施区間は、整備計画期間中に整備を実施します。

・調査検討区間は、整備実施に向けた調査・検討を実施します。

・整備時期検討区間は、整備の実施時期を検討します。

整備実施区間・調査検討区間・整備時期検討区間

なお、局所的に流下能力が不足している箇所（河川）については、必要に応じて河積の

拡大などを実施します。

また、洪水による被害の防止の観点から必要となる河川の維持管理については、圏域内

の全ての一級河川を対象に緊急性の高い箇所から順次計画的に実施します。

河川名 区間（起点～終点）
延長

（km）

真野川
整備実施区間

大津市今堅田 3丁目（河口部）

～大津市真野 5丁目
1.0

整備時期検討区間 大津市真野 5丁目～大津市伊香立南庄
いかだちみなみしょう

町 4.25

大宮川 整備実施区間
大津市坂本 7丁目（JR湖西線交差部）

～大津市坂本 7丁目
0.5

藤ノ木川 整備実施区間 大津市坂本 3丁目～大津市坂本 4丁目 0.72

常世川

・吾妻川
整備時期検討区間 大津市梅林

うめばやし

1 丁目～大津市梅林 1丁目 0.9
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（2） 湖辺の保全に係る整備実施区域

「琵琶湖の整備と保全に関する事項(2.2.4)」に従い、琵琶湖の自然的環境・景観保全

上、改善を必要とする区間や侵食の著しい区間について、湖辺の保全対策を実施します。

湖辺の保全に係る整備実施区域

なお、上記区域以外の湖岸において、砂浜の急速な後退が見られる場合は、保全対策を

実施します。

地区名 区域
延長

（km）

わに浜
大津市和邇今宿

わにいまじゅく

～

大津市八屋戸
は ち や ど 1.1

北小松浜 大津市北小松 1.4
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3． 河川整備の実施に関する事項

3.1 河川工事の目的、種類および施工場所

河川整備は、「洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項(2.2.1)」に従い

つつ、「河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持に関する事項(2.2.2)」および｢河

川環境の整備と保全に関する事項(2.2.3)」を踏まえて実施します。

河川の工事に際しては、河道状況や流域の特性に応じて、自然の営力により、それぞれ

の川が本来有するべき河原、瀬・淵、多様な水際などの川相が形成・維持される河道の創

出や、上下流における連続性の確保ができるように努めます。なお、掘削に伴う発生土や

伐採した樹木などは、再利用に努めるなど適切に処理します。以下に各河川の概要、平面

図、横断図を示します。
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3.1.1 真野川

真野川の河川改修では、引き堤と掘削による河道拡幅を行うとともに、橋梁の架け替え

などを行います。

真野川では、地域住民が川の将来像を考える、住民参加会議「真野川川づくり会議」が

開催されました。会議では活発な意見交換が行われ、治水、利水、自然環境、水環境、河

川利用、維持管理などの視点から「真野川の川づくりに対する提言」がまとめられました。

真野川の河川整備では、河道特性に応じた瀬・淵・みお筋の形成の促進、護岸の緩傾斜

化による良好な推移帯（エコトーン）の形成や生物の移動性への配慮など、川づくり会議

での提言を踏まえた整備を進めていきます。



27

真野川平面図

真野川横断図 真野川大橋下流（河口から約 0.7km）

（注）護岸の形式・形状は変更することがあります。

みお筋など様々な
河床形状を保全
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3.1.2 大宮川

大宮川の河川改修では、整備済み放水路への接続を先行して行います。その後、放水路

分派点上流で現況河床状況を極力保全しながら河積の拡大（河道掘削）、床止の設置や橋

梁の架け替えを行います。

大宮川では、地域に合ったより良い川づくりを考える、住民参加会議「大宮川川づくり

懇談会」が開催されました。懇談会では活発な意見交換が行われ、治水、利水、環境、親

水、維持管理などの視点から「大宮川川づくり懇談会における提言」がまとめられました。

大宮川の河川整備では、放水路分派点下流の現川に対する水量の確保や上下流の連続性

に配慮した床止工、自然環境や周辺の歴史的な景観に配慮した護岸など、川づくり懇談会

での提言を踏まえ整備を進めていきます。
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大宮川平面図

大宮川放水路横断図 湖西道路上流（河口から約 0.8km）

（注）護岸の形式・形状は変更することがあります。

みお筋など様々な
河床形状を創出


